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春
季
関
東
学
生
卓
球
リ
ー

グ
戦
（
５
月
13
〜
17
日
、
所

沢
市
民
体
育
館
）
で
女
子
が

６
勝
１
敗
で
通
算
41
回
目
の

優
勝
、
リ
ー
グ
最
多
優
勝
記

録
を
更
新
し
た
。
昨
年
に
続

き
２
年
連
続
で
春
季
を
制
し

た

写
真
。

　
個
人
で
は
安
藤
み
な
み

（
商
１
・
慶
誠
高
）
が
殊
勲

賞
、
優
秀
選
手
賞
、
最
優
秀

新
人
賞
、
鈴
木
李
茄
（
商
３

・
青
森
山
田
高
）
と
の
コ
ン

ビ
で
最
優
秀
ペ
ア
賞
と
タ
イ

ト
ル
を
総
な
め
に
し
た
。

　
阿
部
勝
幸
監
督
が
「
専

大
、
東
京
富
士
大
、
早
大
、

中
大
は
実
力
が
一
緒
」
と
語

っ
た
よ
う
に
、
４
戦
を
終
え

た
時
点
で
４
チ
ー
ム
が
全

勝
。
専
大
は
５
戦
目
で
東
京

富
士
大
に
惜
敗
し
た
が
、
６

戦
目
で
早
大
を
破
っ
た
。
最

終
戦
は
中
大
と
対
戦
。
１
勝

１
敗
か
ら
、
鈴
木
・
安
藤
ペ

ア
が
ス
ト
レ
ー
ト
勝
ち
。
続

く
シ
ン
グ
ル
ス
で
庄
司
有
貴

（
文
３
・
青
森
山
田
高
）、

安
藤
が
勝
利
し
、
４
｜
２
で

中
大
を
下
し
た
。
早
大
に
敗

れ
た
東
京
富
士
大
を
得
失
セ

ッ
ト
差
で
上
回
っ
た
。

　
安
藤
は
「
試
合
の
た
び
に

調
子
が
良
く
な
っ
て
い
っ

た
。
ペ
ア
で
は
鈴
木
先
輩
が

引
っ
張
っ
て
く
れ
て
心
強
か

っ
た
。
こ
の
経
験
を
生
か
し

て
気
を
抜
か
ず
に
練
習
し
て

い
き
た
い
」
と
語
っ
た
。

　
な
お
、
男
子
は
４
勝
３
敗

で
４
位
だ
っ
た
。

（
阿
部
理
志
・
文
３
、
撮
影

木
村
）

　
優
勝
に
向
け
て
負
け
ら
れ

な
い
戦
い
と
な
っ
た
５
月
19

日
の
拓
大
戦
。
先
制
さ
れ
る

も
の
の
、
２
回
に
重
野
雄
一

郎
（
経
営
４
・
専
大
松
戸

高
）
の
適
時
打
で
追
い
つ
く

と
、
４
回
に
は
ヒ
ッ
ト
と
四

球
で
一
挙
４
得
点
と
試
合
を

決
定
づ
け
た
。
投
げ
て
は
、

２
回
途
中
か
ら
登
板
の
大
野

亨
輔
（
商
４
・
星
稜
高
）
が

６
回
⅓
を
投
げ
、
８
奪
三
振

と
圧
巻
の
投
球
を
見
せ
た
。

　
そ
し
て
、
全
員
が
〝
勝
つ

気
〞
で
臨
ん
だ
20
日
の
優
勝

決
定
戦
。
初
回
か
ら
専
大
打

線
が
魅
せ
る
。
先
頭
打
者
の

重
野
が
い
き
な
り
２
塁
打
を

放
つ
と
２
死
３
塁
の
チ
ャ
ン

ス
を
、
４
番
・
濱
田
竜
之
祐

（
商
４
・
鹿
児
島
実
高
）
の

適
時
打
で
決
め
、
先
制
点
を

奪
っ
た
。
そ
の
後
は
好
機
を

生
か
せ
な
か
っ
た
が
、
リ
ー

グ
戦
を
投
げ
抜
い
て
き
た
堀

田
竜
也
（
経
営
２
・
常
葉
菊

川
学
園
高
）、
大
野
、
高
橋

礼
（
商
２
・
専
大
松
戸
高
）

の
継
投
で
無
失
点
に
抑
え
、

歓
喜
の
瞬
間
を
迎
え
た
。

　
２
部
で
の
戦
い
、
入
れ
替

え
戦
と
厳
し
い
試
合
を
勝
ち

抜
く
中
で
生
ま
れ
た
一
戦
へ

の
執
着
心
。
周
囲
が
何
連
勝

と
盛
り
上
が
る
中
で
も
変
わ

ら
ず
貫
き
続
け
た
〝
一
戦
必

勝
〞
の
精
神
で
全
員
が
同
じ

方
向
を
向
き
、戦
い
抜
い
た
。

（
三
嶋
毬
里
衣
・
経
営
２
、

撮
影

齊
藤
麻
莉
奈
）
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最
高
殊
勲
選
手
（
Ｍ
Ｖ

Ｐ
）
を
渡
辺
和
哉（
経
営
４
・

文
星
芸
大
附
高
）が
、最
優
秀

投
手
を
大
野
が
受
賞
し
た
。

　
ま
た
、
ベ
ス
ト
ナ
イ
ン
に

は
大
野（
投
手
）、
時
本
亮

（
経
営
４
・
大
垣
日
大
高

捕
手
）、
濱
田
（
三
塁
手
）
、

重
野
（
外
野
手
）、
渡
辺（
指

名
打
者
）
の
５
人
が
選
ば
れ

た
。

　
渡
辺
は
「
Ｍ
Ｖ
Ｐ
受
賞
は

素
直
に
う
れ
し
い
。
一
つ
一

つ
戦
っ
て
き
た
結
果
が
優
勝

に
つ
な
が
っ
た
」、
大
野
は

「
投
手
と
し
て
最
高
の
賞
を

い
た
だ
き
光
栄
に
思
う
。
中

大
戦
や
拓
大
戦
な
ど
試
合
を

通
じ
て
精
神
的
に
強
く
な
れ

た
と
思
う
」
と
語
っ
た
。

　
神
宮
球
場
の
舞
台
で
専
大

野
球
部
が
躍
動
｜
｜
。
東
都

大
学
野
球
春
季
リ
ー
グ
戦
で

26
年
ぶ
り
32
回
目
の
優
勝

（
８
勝
２
敗
、
勝
ち
点
４
）

を
果
た
し
た
。
東
都
最
多
優

勝
回
数
を
誇
る
専
大
だ
が
、

１
部
と
２
部
を
行
き
来
す
る

険
し
い
道
の
り
が
続
い
て
い

た
。

　
し
か
し
、
今
年
は
ひ
と
味

違
っ
た
。

　
緊
迫
し
た
投
手
戦
と
な
っ

た
開
幕
戦
（
中
大
１
回
戦
）

を
、
延
長
の
末
サ
ヨ
ナ
ラ
勝

ち
し
、
勢
い
に
乗
る
と
続
く

試
合
も
接
戦
を
競
り
勝
ち
６

連
勝
。
と
こ
ろ
が
試
練
が
訪

れ
る
。
勢
い
そ
の
ま
ま
に
臨

ん
だ
國
學
大
戦
で
は
、
ま
さ

か
の
連
敗
。
こ
れ
に
よ
り
単

独
首
位
の
座
か
ら
陥
落
し
た

（
本
紙
４
・
５
月
号
既
報
）。

Ｍ
Ｖ
Ｐ
に
渡
辺

大
野
は
最
優
秀
投
手

26年ぶり優勝を伝える専スポ号外

東都大学野球春季リーグ戦Ｖ

▲　渡辺（右）と大野

卓
球
・
春
季
関
東
学
生
リ
ー
グ
戦

女
子 

通
算
41
回
目
の
優
勝

　
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
の
関
東
学

生
リ
ー
グ
戦
が
４
月
30
日
か

ら
５
月
14
日
ま
で
、
駒
沢
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
公
園
体
育
館
で

行
わ
れ
、
専
大
女
子
は
フ
ル

ー
レ
団
体
で
優
勝
、
サ
ー
ブ

ル
団
体
で
２
位
と
な
り
、
フ

ル
ー
レ
、
サ
ー
ブ
ル
、
エ
ペ

の
３
種
目
総
合
で
優
勝
を
果

た
し
た
。

　
フ
ル
ー
レ
の
第
２
戦
で
は

法
大
と
対
戦
。
序
盤
は
リ
ー

ド
を
許
す
も
、
第
４
セ
ッ
ト

で
逆
転
す
る
。
最
後
は
拮き

っ

抗こ
う

し
た
状
態
と
な
っ
た
が
、
25

｜
24
で
接
戦
を
制
し
た
。
そ

の
後
は
危
な
げ
な
い
試
合
展

開
を
み
せ
、
確
実
に
勝
利
を

重
ね
た
。

　
高
橋
風
子
主
将
（
商
４
・

聖
霊
女
子
短
大
付
高
）
は

「
チ
ー
ム
全
体
が
一
つ
に
な

っ
て
戦
え
た
の
が
よ
か
っ

た
。
主
将
に
な
っ
て
か
ら
は

〝
総
合
優
勝
〞
と
い
う
こ
と

を
常
に
言
葉
に
し
て
い
た
の

で
、
自
分
自
身
も
気
持
ち
を

盛
り
上
げ
て
試
合
に
臨
ん

だ
。
試
合
を
し
て
い
て
、
メ

ン
バ
ー
一
人
一
人
の
意
識
も

優
勝
を
目
指
し
て
向
か
っ
て

い
た
こ
と
を
実
感
し
た
。
フ

ェ
ン
シ
ン
グ
は
個
人
戦
の
積

み
重
ね
な
の
で
、
メ
ン
バ
ー

全
員
が
自
分
の
役
割
を
意
識

し
て
戦
え
た
こ
と
が
勝
利
に

つ
な
が
っ
た
と
思
う
」
と
語

っ
た
。

 

（
新
井
健
太
郎
・
文
３
）

フェンシング・関東学生リーグ戦

女子が３種目総合Ｖ

▲　左から安部夏帆（商３）、川村理紗（商４）、

高橋主将、菊池小巻（商１）

一
戦
必
勝 

貫
く

▶
　
優
勝
が
決
ま
っ
た
直
後
に
５
０
０
部
を
発
行


